
いに制御する'lIl:厳直通プレーキ方式で， SEA 空気ブ レーキ装
置と名づけるものを採用している。この SEA ~)<\プレ ーキ装

置は，両先頭車の運転室にプレーキ弁 ・ 電磁直通llJJ御装位 ・ 純

直通ブレーキ部品などが設置される。床下にプレ ー キ制御装iE，

2 f，Ljに l 台の割合で電動空気圧縮機袋憶がそれぞれ取り付けら

れる 。 このニつの袋憶は，従前は床 Fに分散していたものをつ

りわく内にまとめた構成である。さらにユニット 111端には車哨

解放器あがり，これを経て元空気だめ管と直通管の 2 本の管な

らびにブレーキ指令用配線が各車にそれぞれ引き通してある。

台車に桶圧シリンダ ・ 油圧γ リンダが設置され， i'Jj圧の ill!圧を

使用 して装 !丘を小形化している。

プ レ ー キ制御には常用ブレーキ・非常プレーキ・緊急ブレー

キの 3 種類がある。'M用プレーキ ・ ~1'1吊i プレ ー キは， 160km/h 

以上， 160-110km/h および 110km/h 以下の三つの速度域に

それぞれ呉な っ たブレーキ力を， 緊急プレ ー キは高速域から一

定のプレーキ力を生ずる。市周プレ ー キは A.T.C. 指令による

通常の プ レーキで， 50km/h 以下は空気プレーキが電気ブ レー

キに代わ っ て作用する。非常ブレーキは， 常用プレ ーキの約 40%

婚のブレーキで，常用との差を空気ブレ ー キが担当する。緊急

ブレ ー キは，直通管系の故障，列車分離または車掌スイッチ扱

いなどによ っ て，直通管圧と関係なくプレーキカを生ずる。

A.T.C. またはプレ ーキ弁ハンドルに よる プ レーキ指令は，

先頭単に設院されている膜板式の電磁直通制御装院から引通し

閉路と各.if;:のブレー キ HJJ御装置を経て直通管の圧力をい っせい

に制御する。この直通管の圧力を電磁直通1M御総で検知し，プ

レ ーキ指令と比較してこれに見合う空気圧を直通管に IJI生させ

く う せいベん

には， 2 道締j;lJ弁を用いて純直通プレーキを行なうこともでき

る。この場合は 2 道締切弁を扱い，プレーキ弁ハ γ ドル角度に見

合ったプレーキ指令を先頭車から直通管に送り ， この直通管圧

力によ っ て各車のプ レ ー キ制御装置を作用させ， プ レ ーキをか

ける。この場合直通管の圧力の伝ば(播)が遅くなり，ブレーキ

作用が緩慢となるので故障時の低速運転の時だけに使用される。

(広瀬文男)

くうせいベんのしゅうぜんそうち ~*，J弁の修鎗装置

鉄道車両の空気ブレーキ部品である空市l弁は，車阿部品の中

でも精密部品に属し，作用上からも絶対完全作用が要求され，

その取扱い修繕は特に，慎重に行なう必要がある 現在，鉄道

工場では空1t~J弁修繕量の過半数を占める K制御弁の修繕を集中

的に，しかも //，tれ修繕方式により ， 良質で能率的な修繕を突鈍

している。 以下，その代表的な修繕装置について述べる。

る。各車のプレーキ1M御装置では， さらにこの庖通管圧力のほ 写真ー1 外部清掃装置

か A. T. C. およびプレーキ弁ハンドルによる電気指令とによっ 1 外部清掃装位

て，供給窓気だめから増圧シ リ ンダに指令所定圧力の空気を供 修繕する弁は分解に先だち，まず， 外 函l に付着するじんあ

給する。各車両の台市7こ 2 個ずつ取り付けられた楢圧シリンダ い ・ さび ・ 主主料を完全に除去する必要がある。現在，行なわれ

に圧力空気が入り ，空気圧を約 18 倍に楠圧した油圧に変換す ている清掃方法には，湿式と乾式の両方式があるが，特に最新

る。この高圧の池は各車輸に 1 1固ずつの害IJ合である油圧シ リ γ の清掃方式と して注目されているのは，乾式で行なうシ ョッ ト

ダに伝わり，油圧がリンダのピストンを押し，テコを介して車 プラ λ ト清掃である。この装償(写真一1)は，テー プル形のショ ツ

繍側面のディ 旦 夕を 11 1 ，j側から締め付けて プ レ ー キカを発生する。 ト プラス ト で，弁をのせて回転するテー プル機構と ゾヨッ トを

ただし ， 電気ブレーキが作用している場合には， 電磁弁が励磁 噴射するノズル機構，これに.じんあいの飛散防止のために，

されて的圧シリンダへの供給空気を止めているので空気プ レ ー 装置をおおうブー ス機構からなる。 1 回に 20 数個の弁をテ ー

キは作用しない。電気ブレ キが失効すると， 'f[隊弁はi1'l磁し プル上にセットし，これに適当な柔らかさと大きさをもっカッ

て直ちに地FE シリンダに送気して， 電気プレ ー キに代わ っ て空 ト ワイヤをノズルから 10 数分間噴射して，効率のよい清掃を

気ブレ ー キが作用する。 行ない ， 必要以上の弁体の摩耗を防止する。

このように高速厳において も，プレーキ時には絶えず空気プ 2 ラ y ピング装置

レ ー キは待機しており，電気プ レ ーキ失効と同時に白動的に切 空制弁の主要部品である，すベり弁や度合弁は，作用ごとに，

り換わるようになっている。緊急プレーキは，先頭車から後尾 しゅう動を繰り返すため，弁お よ び弁座は偏摩耗をする。 そこ

車へ l 往復する電気回路と ， 先頭車から後尾車へ行〈 電気回路 で修繕の際， ラップ仕 tげをして修正する。したが っ て，この

の二つから織成される常時励磁回路があり，前者は列車分離， 種のラ ッ ピ ングには，弁単体平面のラップ仕上げ と弁座のラッ

元空気だめ管の圧力異状低下，車掌スイ ッチ扱いによ っ て常時 プ仕上げの 2 種類があり，前者は，平岡ラップ盤により，後者

励彪の電気回路が切れ，後者は直通管の故障によ っ て直通管圧 は，このために綾近開発した専用の， 内面ラ ップ終によりラ ッ

ピ γ グしている。力が所定値以 Fであると電気回路が情成されないため，この電

気回路に含まれている各車のプレーキ制御装位の電滋弁が消磁

するので，供給常気だめから一定圧に調圧して伴i圧シ リンダに

(1) 平面ラ ッ プ盤 図ーl 平面ラ ップ運動偶成

このラップ盤は，工作液を用

供給してブレーキを作用させる。 一方 A. T.C. およびブレーキ いる湿式法であり，ラップ剤は

弁ハ ンドルによる電気指令がゆるめ指令になると， 1[磁直通1';IJ 工作液に合まれ， 被加工物とラ

御災(n_が， ゆるめ電気指令を各車のプレー キ 11i1J御装 l伐に伝える。 ッププレ ー トとの間を転勤し ，

この場合も l立通Tfの圧力を電磁直通告IJ御加で検知して，ゆるめ

指令に見合う匂父j 正を l直通管に再生させるよ う 排気させる。

このようにしてディスクに作用するプレ ー キカは減少して行

く。 もしなんらかの埋11 1 で電隊l直通制御カ川、可能とな った場合

91 

その鋭いj;lJ刃りょう(綾)によっ

て被加工物を削り取り，仕 l げ

面は，なし(梨)地状，無光沢状

面iをうる。
③案内ローラー


